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Early Western-Influenced school architecture. Mystery, Wonder and Innovation. 




This paper examines the architecture of “Mitsuke-School built in the early Meiji Era” as a 
case study. At that time the Japanese modern educational system was being established and a 
lot of school-buildings with a hint of Western design, which was called “GI-YOFU 
(=quasi-western-style)”, were built constructed all over the country. These schools were built by 
Japanese carpenters and some of them are still preserved as cultural properties.  
This paper also considers the cost of the construction of Mitsuke-School and how the Mitsuke 
town people raised the funds in the early Meiji era. An attention is also paid to the fact that the 
Mitsuke town was the center of the local community situated along the main road Tokai -do.  
High-profile people of the Mitsuke town proposed the construction of the School and the 
townspeople came to support the project enthusiastically a view school as well. There was such 
a strong hope for new education on the one hand. On the other hand, in the Mitsuke town and 
its surroundings there had been Terakoyas (=temple schools) and Shijukus (=private schools) 
from the beginning of the Edo period. It was tradition of good education that made the 
townpeople aware of the necessarily of moern education and particularly pushed business 
figures to support the building of the School.  
 
Key word: school-buildings,  “GI-YOFU (=quasi-western-style)”,  Mitsuke-School,  
  Economic foundation, Recognition of the necessity for educational  
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
漢人 省三 Shouzo Kando 
 2 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































軒、商家 149軒、戸数 1,284戸、人口 4,417人と記され
ている。 








































































































































































































































































































































































































































































新築入費  ￥4､854- 
  内 大代山売払  ￥1､342- 
    御下ヶ金  ￥  400- 
    区内見舞  ￥  248- 
    二ヶ年日懸  ￥1､000- 
    官金拝借  ￥  900- 
    利子   ￥  488- 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一、金 111円７銭４厘６毛  
此満期現額金 522円 56銭 
  内 訳 
一 金 79円 87銭 当壱カ年限 
（内、安間村外三カ村４口略） 
一 金 6円 66銭６厘６毛  
当明治６年より８年迄三ヵ年賦寄附 
    此満期現額金 20円 安間村 
一 金 84円 53銭８厘  
当明治６年より１０年迄五ヵ年賦寄附 































































































































































の払受代金は、立木の代金分も含めて金 133 円 88
銭６厘となっている。この分についても松村淳高が
支出している。なお、この土地は同年中の１２月に






















































同 7年 2月、森下村 16番地に校舎新築の許可を得て
工事を始めた。彼は日夜監督に当り、寝食を忘れ、
万難を排して遂に明治 8年 10月 3階建の本館が落成
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終章 考察 展望と課題 


















































































図 1 松本・開智学校の玄関周り 
撮影・筆者 2007/09/09 
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４．学校建築への指導 
































図 6 旧見付学校・磐田市教育資料館 
撮影 筆者 2008/01/10 
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図 7 旧見付学校の位置（広域） 
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図 8 旧見付学校の位置（周辺） 
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５．明治初期までの教育の状況 
表 11 中泉・見付両地区寺子屋私塾一覧 
No 師匠名 師匠身分 開設年代 所在地 筆子数 
1 大場 図書(重光) 府八幡宮  神職 文化文政頃 境松 七～八名 
2 乾峯 原機 浅間庵   住職 文化文政頃 西町 四、五十名 
3 在誉 進禅 善導寺   住職 文化文政頃 西町 数名 
4    和融 西願寺   住職 文久年間 西町 十数名 
5 龍泉 性善 行泉寺   住職 文政頃 西町 数名 
6    建国 中泉寺   住職 文政頃 御殿 数名 
7    古山 泉蔵寺   住職 嘉永６年頃 石原 十数名 
8    静寛 玉泉寺   住職 文化年間 二之宮 数十名 
9    恵山 連福寺   住職 文化年間 二之宮 数名 
10 大場 重光 府八幡宮  神職  境松 数十名 
11 大久保忠尚 淡海国玉神社 神官 安政年間 馬場 六、七十名 
12 河野 大園 西光寺   住職  横町 三十名 
13 慧 良 尼 明王寺 慶応年間 河原 十名前後 
14 小泉 龍渓 慈恩寺   住職  玄妙小路  
15 久我尾亮好 金剛寺   住職  南小路 五十名前後 
16 上村清兵衛  慶応頃 宿 五十名前後 
17 福田半香母  文政頃 馬場 三、四十名 
18 浅 間 屋  慶応年間 馬場 二、三十名 
19 宇藤彦兵衛  安政頃 権現 四、五十名 
20 布屋 徳蔵   三本松 二、三十名 
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６．学校建設までの経緯 
表 14 見 付 学 校 経 費 調  （見付学校沿革史より） 
出
納 
       年 次 
  費 目 
年   額   （円） 







協議 集金 263.60  305.08  342.267 
有志寄付金 434.284 448.646 406.706 
授 業 料 354.96  259.769 241.161 
文部省補助 30.708   
地 方 税  41.744 97.122 
雑   納   19.50  










訓導 給料 408.00  394.50  373.50  
准訓導給料   34.50  
授業生給料 492.00  451.50  373.50  
諸 給 料 54.00  54.00  54.00  
生 徒 費   12.40  
書 籍 費 26.00  16.08  10.50  
教授機械費 6.00  4.50  2.50  
器 具 費 25.27  29.25  25.00  
薪炭 油費 40.00  36.687 30.20  
営 繕 費  31.636  
諸 雑 費 33.70  37.85 88.656 
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表 15 調査差異表 （単位 円） 
項  目 磐田市教育のあけぼの 筆者調査 差異 
「学資金五ヵ年納利盛帳」  
    寄付口数 １０７口 ２０８口 ＋１０１口 
      人数 １１８人 ２１９人 ＋１０１人 
      金額 ￥１､４８９.７５ ￥１､５０２.７
５ 
＋￥１３.０
０ 「十ヵ年学資金取調簿」  
    寄付口数 ２４５口 ２４３口 －２口 
      人数 ２４５人 ２４３人 －２人 




表 16 見付町町長、助役、収入役 在任期間 
氏   名 役職名 新任時期 退任時期 期間 備考 
永田永次郎(中泉) 町長 M22.06 M23.06   
・柴田佐平 町長 M23.06 M25.06   
・大久保忠利 町長 M25.07 M25.11  助役兼務 
縣紑武 町長 M25.11 M26.02   
・柴田喜平 町長 M26.02 M27.02  助役兼務 










・國野鉉次郎 町長 M37.09 M38.11   
岩田衛(県) 町長 M40.01 M40.03   
・大久保忠利 助役 M22.06 M25.11   









・中山善一郎 助役 M29.02 M30.03   
 福田重吉 助役 M37.02 M40.01   










佐藤金三郎 収入役 M26.04 M31.04   
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表 17 棟札に記載されている名前 
見付学校関係者 工事関係者 
役名 氏  名 職名 氏  名 職名 氏  名 
学区取締 古澤 脩 棟梁 伊藤平右衛門 見付宿 河井 善吉 
 前島 嶼一 小工 鬼頭 与助  村松 傳吉 
幹事 柴田 喜平  伊藤 忠平  野田 仙次郎 
 福田 甚八  大曽根 金七  横山 助次郎 
祠官 大久保忠利  森 儀左エ門  山田 仲次郎 
世話取扱 古澤 七平  関谷 伊三郎  斎藤 豊三郎 
 山内 清吉  早瀬 長兵衛  河井 忠吉 
 水野 八郎 見付宿 斎藤清次郎 木師 石川 伊八 
 加藤 喜作  河井 濱吉 瓦師 鈴木 長七 
 伊藤 仲次郎  高田 政吉  渡辺 彌七 
 北村 勘次郎  土谷 菊次  松井 源吉 
 鈴木 孫平  中村 源七 木挽惣代 鈴木 長太郎 
 中山 善一郎  三輪 桝蔵 石工惣代 寺田 市五郎 
 村松 惣吉  加藤 鉄次 土方 永田 岩五郎 
 山本 幸七  田島 彦三郎  下田 ？彦 











竣工時期 1875(M08) 現 施 設 名
称 
旧見付学校（磐田市教育資料館） 
現在所在地 磐田市見付 2452 
構造・形式 木造３階建、塔屋付き 
移築時期  旧所在地  
設計者 伊藤平右衛門 施工者 （調査するも不明：筆者） 













図 19 正面玄関 
菱組み天井と半円形のファンライト２つの入口 
撮影・筆者 2008/01/10 
図 20 正面玄関の柱 
フルート付きの柱と柱頭 
撮影・筆者 2008/01/10 









































図 22 窓と壁 
上げ下げ窓と壁の隅石の意匠 
撮影・筆者 2008/01/10 
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表 25 《 旧見付学校校舎の沿革 》 
西暦 和暦 月     出  来  事 
１８７３年 明治６年 ８月 
宣光寺、省光寺の本堂を仮校舎として「見付学校」開
校。 
１８７４年 明治７年 10 月 校舎の着工。 




１８８３年 明治１６年 ８月 
二階天井部分を改造、三階を増築した。 
これにより「見付の５階」と呼ばれた。 
１９２２年 大正１１年 ３月 
見付尋常小学校が現在の磐田北小学校の位置に全面移
転した。 
１９２２年 大正１１年 ４月 
「県立見付中学（現・磐田南高校）」が発足。 
新築までの仮校舎として３ヶ月間使用。 
１９２２年 大正１１年 ８月 
「大日本見付錬武館、柔道場」となる。 
（大正１４年まで使用） 
１９２５年 大正１４年 ４月 
見付町立高等裁縫女学校が校舎として使用する。 
（昭和１４年３月まで） 
１９３９年 昭和 14 年 ４月 「准教員養成所」となる。（昭和１８年まで） 
１９４５年 昭和２０年 ４月 「浜松陸軍見付臨時分院」（病院）となる。 
１９４６年 昭和２１年 ４月 
「国民健康保険組合立磐田病院」が発足し、病院とし
て使用された。（昭和２７年まで） 
１９５３年 昭和２８年 ９月 「磐田市立郷土館」として開館した。 
１９５５年 昭和３０年 12 月 博物館相当施設となった。 
１９５７年 昭和３２年 ５月 静岡県文化財に指定された。 
１９６９年 昭和４４年 ４月 
磐田文庫とともに文部省より文化財として史跡指定を
受けた。 




１９９１年 平成３年 ２月 保存修理工事が完成した。（補強工事など） 
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表 26 見付学校 就学状況 （明治１４年～明治３０年） 
年度 学齢児童数 就学児童数 不就学児童数 就学率（％） 
西暦 明治 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 
1881 14 385 342 727 300 182 482 85 160 245 77.92  53.22  66.30  
1882 15 385 334 719 319 193 512 66 141 207 82.86  57.78  71.21  
1883 16 434 375 809 318 209 527 68 147 215 84.33  60.80  73.42  
1884 17                        
1885 18 494 411 905 390 263 653 104 148 252 78.95  63.99  72.15  
1886 19 495 396 891 386 250 636 109 146 255 77.98  63.13  71.38  
1887 20 543 516 1059 346 210 556 197 306 503 63.72  40.70  52.50  
1888 21 483 484 967 351 239 590 132 245 377 72.67  49.38  61.01  
1889 22 407 366 773 318 246 564 89 120 209 78.13  67.21  72.96  
1890 23 383 431 814 341 336 677 42 95 137 89.03  77.96  83.17  
1891 24 477 503 980 413 375 788 64 128 192 86.58  74.55  80.41  
1892 25 363 437 800 311 334 645 52 103 155 85.67  76.43  80.63  
1893 26 481 495 976 432 397 829 49 98 147 89.81  80.20  84.94  
1894 27 541 494 1035 490 360 850 51 134 185 90.57  72.87  82.13  
1895 28 539 500 1039 502 368 870 37 132 169 93.14  73.60  83.73  
1896 29 485 520 1005 465 421 886 20 99 119 95.88  80.96  88.16  




表 27 就学状況比較 （明治１４年～明治１６年） 
年度 全国就学率（％） 静岡県就学率（％） 見付学校就学率（％） 
西暦 明治 男子  女子  合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 
1881 14 62.7  26.8  45.5  65.9  30.3  48.7  77.9  53.2  66.3  
1882 15 67.0  33.0  50.7  72.5  39.8  56.6  82.8  57.8  71.2  
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表 29 浜松学校資金寄付の人名掲示（明治６年３月２５日） 
NO 寄付者氏名 金 額(円) 住所及び備考 
1 小野江 善八 150.00 学区取締、田町 
2 田畑 庄吉 75.00 成子坂町 
3 片山 利平 70.00 田町 
4 木林 安次郎 50.00 本魚町 
5 高津 元慎 50.00  
6 中村 四郎 30.00 田町 
7 中村 嘉平 25.00  
8 中村 源次郎 25.00  
9 田中 五良七 23.00  
10 河合 惣十 21.00  
11 小西 甚三郎 20.00  
12 安川 儀平 20.00  
13 戸田 庄蔵 20.00  
14 小塚 伊三郎 15.00  
15 本間 宏次郎 12.50  
16 村松 由次 10.00  
17 鹿嶋 益蔵 10.00  
18 村松 兼蔵 10.00 東平田 
19 藤田 万次郎 10.00  
20 天野 甚蔵 10.00  





表 30 就学状況 （明治７年３月調） 
学校名 
就学 不学 就学率(％) 
男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 










表 31 浜松県第一大区三小区学校資本金（明治６年４月） 
NO 村  名 
金  額 
(円.銭厘毛) 
備    考 
1 上石田村 100.0000 松下弥太郎以下３名 
2 篠ヶ瀬村 53.0000 鈴木六郎以下１１名 
3 天王村 50.5000 竹山孫八郎以下１４名 
4 市野村 108.5000 斉藤平三郎以下３７名 
5 原島村 34.0000 柳沢弥平以下８名 
6 下石田村 64.0625 神谷与平次以下６９名、堂２宇売払代金 
7 天王新田村 20.2500 中村晋平以下８名、道具売払代金 
8 下堀村 95.4375 竹山真治郎以下１３名 




 合 計 798.7700 1 円２３銭を追加して合計 800 円とした 
『浜松市史 新編資料編１』中村家文書より 
 
表 32 就学状況 （明治７年３月調） 
学校名 
就学 不学 就学率(％) 
男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 










表 34 就学状況 （明治７年３月調） 
学校名 
就学 不学 就学率(％) 
男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 














図 35 坊中学校 
写真出所：鎌田山医王寺 Website http://www5.plala.or.jp/iouji33HP438/ より 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表 36 坊中学校新築諸入費明細 
明   細 金額(円) 
木挽手間    1,532 人賃金 407.5573 
大工手間    2,641 人賃金 758.7494 
人足手間    2,303 人 7 分賃金 372.9174 
建前人足手間   300 人賃金 64.0000 
切石屋手間    658 人賃金 243.1267 
丸石屋手間     41 人 8 分賃金 9.3581 
玄鍬人足手間   290 人賃金 68.5137 
土居葺人足手間   70 人賃金 5.7730 
瓦葺人足手間   265 人賃金 64.3000 
飾屋手間      9 人賃金 3.5914 
瓦代金 138.0623 
杉 4 分板 130 間代金、運賃共 23.4865 
杉 8 分板外小割物、運賃共 95.3000 
杉皮 150 束、運賃共 13.3714 
中貫 1200 丁代金 30.7200 
瓦運賃 2.9148 





伊豆３尺石 200 本代価 50.0000 










総  計 5,785.1752 
『磐田市教育のあけぼの』より 
 
表 37 坊中学校 就学者数 （明治７年～明治９年） 
調査年月 
就学 不学 就学率(％) 
男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 
明治７年 401 195 596 --- --- --- --- --- --- 
明治８年 330 199 529 --- --- --- --- --- --- 




























表 39 西之島学校 就学状況 （明治８年～明治１１年） 
調査年月 
就学 不学 就学率(％) 
男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 
明治８年１月 351 198 549 61 144 205 85.2 57.9 72.8 
明治９年１月 259 56 315 101 244 345 71.9 18.7 47.7 
明治１０年１月 282 56 338 161 358 519 63.7 13.5 39.4 






図 38 西之島学校校舎 
『豊田町誌 資料編Ⅳ 近現代上巻』より 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 







菅野 誠／佐藤 譲『日本の学校建築 ～発祥から現代ま
で』文教ニュース社、1983年、東京 


















































































仲 新／持田 栄一編『学校の歴史 第 1巻学校史要説』第
一法規、1979年、東京 
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1954年、静岡 
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Ⅰ ． 教 育 関 係 年 表  
教 育 関 係 の 年 表 を 示 す 。 項 目 別 の 内 容 は 以 下 の 通 り 。  
明 治 初 年 よ り 昭 和 ２ ０ 年 ま で を 対 象 と し て い る 。  
 
１ ． 教 育 関 連   教 育 制 度 、 規 則 等 に つ い て の 内 容 を 示 す 。  
２ ． 学 校 建 築   学 校 建 築 の 建 設 状 況  
    ・ 印 は 現 存 し な い 学 校 。（ ） 内 は 所 在 地 を 表 す 。  
    学 校 名 は 旧 学 校 名 で 示 す 。 な お （ ） 内 は 現 施 設 名 称  
    ま た は 所 在 地 を 表 す 。  
３ ． 社 会 一 般   社 会 的 な 主 な 事 件 、 事 柄 の 主 な も の を 示 す 。  
４ ． 全 国 就 学 率 等   文 部 省 編 『 目 で 見 る 教 育 の １ ０ ０ 年 』 他 の 教 育 統 計  
資 料 を 参 照 し て 、 明 治 ６ 年 (1873 年 )か ら 明 治 ４ ４ 年  
    （ 1911 年 ） ま で の 合 計 、 男 子 、 女 子 の そ れ ぞ れ の 就  
学 率 を 示 し た 。  
 
Ⅱ ． 就 学 状 況  
就 学 率 に つ い て 全 国 の 就 学 率 と 静 岡 、 愛 知 、 長 野 、 山 梨 の 各 県 の 就 学 率 を 示 す 。  
な お 、 就 学 率 は   就 学 児 童 数  
      ― ― ― ― ― ― ― ―  ×１ ０ ０  で 算 出  














1869 明治02年 .3 府県学校取調局発足.7 ｢大学校官制｣制定
・京都上京第27番組小学校 .5 戊辰戦争終結



































































































































   ｢中学校令｣｢諸学校通則｣制定
















































































   国庫補助法｣制定
中野小学校(中野歴史民俗資料館)
栃木県尋常中学校栃木分校本館

















   ｢実業学校令｣｢高等女学校令｣




















   ｢小学校建設設計要項｣指示 山形師範学校本館








     (いなさ会館)
苗羽(のおま)小学校田浦分校






   国定教科書制度成立
富山県立農学校本館
     (福野高等学校記念館)
山添村立春日小学校講堂





   ｢小学校建設設計要項｣制定 高梁尋常高等小学校

























































西暦 年　号 教　育　関　連 学校建築　(現施設名又は所在地)　　　　(・印は現存せず) 社　会　一　般 全国就学率等
1924 大正13年
1925 大正14年




1930 昭和05年    世界恐慌




1935 昭和10年 .4 ｢青年学校令｣制定
1936 昭和11年
1937 昭和12年 .7 日華事変
1938 昭和13年
1939 昭和14年 .4 ｢青年学校令｣改正
1940 昭和15年 .3 ｢義務教育国庫負担法｣制定




1945 昭和20年 .8 終戦
仲　新／監修・編集『学校の歴史第１巻学校史要説』第一法規出版、1979より抽出、加筆
